
釧路水託 だ よ り

庶路川を巻上するシシャモの群れ

o通称 r三角水域｣における日ソ共同カニ類
資源調査結果

010年ぶりの賑わいもどる ｢昨年の道東スル

メイカ漁｣

○野付湾で採取された超大型アサリについて

○フランスに派遣されて(下)

平 成 4年 3月

北海道立釧路水産試験場



釧路水武だより 第67号 (1992･3)

通
称

｢三
角
水
域
｣
に
お
け
る

日
ソ
共
同
カ

ニ
類
資
源
調
査
結
果

依

田

孝

調
査
の
目
的
は
三
角
水
城
に
お
け
る
カ
ニ
類
な
ど

の
資
源
量
を
把
握
し
て
'
当
該
水
試
の
生
物
資
源
の

保
存
及
び
最
適
利
用
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
収
集
す

る
こ
と
で
す
｡

当
海
域
で
の
カ
ニ
類
資
源
調
査
に
つ
い
て
は
根
室

地
域
の
漁
業
関
係
者
が
注
目
し
て
お
り
､
資
源
動
向

に
強
い
関
心
を
示
し
て
い
ま
す
｡

は
じ
め
に

北
方
四
畠
に
囲
ま
れ
た
'
通
称

｢
三
角
水
域
｣
に

お
け
る
カ
ニ
類
資
源
に
つ
い
て
は
'
昭
和
五
二
年
以

降
漁
獲
資
料
が
な
く
資
源
状
態
は
不
明
で
あ
る
た
め
'

平
成
二
年

1
二
月
に
開
催
さ
れ
た
日
ソ
漁
業
委
員
会

第
七
回
会
議
に
お
い
て
'
当
海
域
で
の
日
ソ
共
同
資

源
調
査
に
つ
い
て
協
議
が
も
た
れ
日
ソ
政
府
の
代
表

者
間
で
合
意
さ
れ
ま
し
た
｡
そ
の
後
'
平
成
三
年
四

月
二
八
日
か
ら
札
幌
市
に
お
い
て
'
北
海
道
水
産
会

と
連
合
会
サ
ハ
-
ン
ル
イ
バ
及
び
太
平
洋
漁
業
海
洋

学
研
究
所
サ
ハ
-
ン
支
所
と
の
間
で
'
日
ソ
共
同
カ

ニ
類
調
査
事
業
に
つ
い
て
民
間
交
渉
が
も
た
れ
七
五

月

一
日
に
同
調
査
の
実
施
に
関
す
る
契
約
書
が
締
結

さ
れ
ま
し
た
｡
同
調
査
は
平
成
三
年
六
月
下
旬
～
八

月
下
旬
の
約
二
ケ
月
間
'
通
称

｢
三
角
水
域
｣

で
日

ソ
共
同
カ
ニ
類
資
源
調
査
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
.
調
査
実
施
主
体
は
北
海
道
水
産
会
'
根
室

管
内
漁
協
日
ソ
漁
業
協
議
会
で
'
専
門
家
と
し
て
日

オ
側
二
名

･
ソ
連
側
二
名
が
乗
船
L
t
調
査
指
導
と

調
査
結
果
の
取
り
ま
と
め
は
道
立
釧
路
水
試
が
担
当

し
ま
し
た
｡

第 1区l 調査海域と調査点

調査点の水深

A :40m B:50m C:55m D:60m E:70m

F:80m G:90m H'100m I.110m J:150m
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釧韓水鼓だより 第67号 (1992･3)

こ
こ
で
は
'
約
二
ケ
月
間
の
調
査
資
料
を
基
に
'

隣
接

し
た
根
室
支
庁
管
内
太
平
洋
海
域
の
ケ
ガ

ニ
資

源
調
査
結
果
と
比
較
検
討
し
'
い
-

つ
か
の
知
見
を

得
た
の
で
そ
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
｡

-
.

調
査
の
方
法

調
査
海
域
と
調
査
点
は
図

1
に
示
し
た
｡
漁
獲
調

査
は
調
査
点
十
力
点

(
A
-
1
点
･･水
深
四
〇
-

1

五
〇

m
)
の
中
か
ら
､

1
日
当
り
四
調
査
点

(
1放

し
最
低
二
〇
〇
か
ご
)
を
繰
-
返
し
実
施
し
た
｡
調

査
漁
具
は

カ
ニ
か
ご

(網
目
は
六
〇

nlm
以
上
)
'
餌

料
は
冷
凍
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
及
び
イ

カ
類
を
用
い
た
｡

海
上
調
査
は
調
査
点
別
に
漁
獲
さ
れ
た
カ

ニ
類
の

堅
'
脱
皮
'
末
成
体
'
雌
ガ

ニ
及
び
そ
の
他
の
混
獲

物

(
タ
コ
類
､
ツ
ブ
類
'
ホ
ッ
ケ

･
ア
イ
ナ
メ
類
)

に
区
分
し
て
'
そ
れ
ぞ
れ
の
漁
獲
尾
数
を
計
数
L
t

カ
ニ
類
､
そ
の
他
の
混
獲
物
の
総
重
量
は
根
室
港
に

て
'
船
上
で
の
生
物
測
定
は
種
別
に
堅
'
脱
皮
へ
禾

成
体
'
雌
ガ

二
に
つ
い
て
､
そ
れ
ぞ
れ
上
限
三

〇
尾

の
甲
幅

(
ケ
ガ

二
は
甲
長

･
甲
副
)
を
測
定
後

'
禾

成
体
'
雌
ガ

二
は
速
や
か
に
海
中
還
元
し
た
｡

2
.

調
査
結
果
お
よ
び
考
察

吊
漁
獲
調
査

㊥

種
別
の
漁
獲
状
況

種
別
の
漁
獲
状
況

(表

-
)
を
み
る
と
'
カ

ニ
類

の
総
漁
獲
量
は
約
三
〇
ト

ン
で
､
許
容
漁
獲
量
に
対

す
る
達
成
率
は
約
六
〇
%
で
し
た
｡
種
別
で
は
甲
幅

種 別 の 漁 獲 状 況

魚 種~ -許容漁獲量 実績漁獲量 漁 獲 尾 数 平 均 重 量 金額 千円

ケ ガ ニ 40,000KC 23,174.7Kグ 40,787 0.57K9 156,878

ハ ナ サ キガニ 4,000K9 173.3Kダ 125 1.39KP 360

タ ラ バ ガ ニ 6,000Kグ 6,576.OKg 2,556 2.57Kg 22,229

カ ニ ル イ ケ イ 50,000K9 29,924.OKg 43,468 0.69Kダ 179,468

タ コ 類 8,468.OK才 5,465 1.55Kダ 2,068

ツ ブ 類 27,610

ア イ ナ メ 類 82.OK㌢ 109 1.33K5 12

ソ ノ タ 類 10,000Kg 8,550.OKg 33,184 写,080

八

cm
以
上
の
ケ
ガ

二
二
三

･
二
ト
ン

(壁
+
脱
皮

-

四
〇
'
七
八
七
尾
'
平
均
重
量

〇
･
五
七
晦
-
尾
)

甲
幅
!
五

cm
以
上
の
タ
ラ
バ
ガ

ニ
六

二
ハ
ト
ン

(
二
㌧

五
五
六
尾
'
二

･
五
七
晦
)
'

ハ
ナ
サ
キ
ガ

二
〇

･

二
ト
ン

(
〓

1
五
尾
､

l
二
二
九
極
)
で
'
タ

ラ
バ

ガ

ニ
を
除
い
て
漁
獲
枠
を
下
回
り
ま
し
た
｡
そ
の
他

混
獲
物
の
総
漁
獲
量
は
八

･
五
ト
ン
で
'
種
別
で
は

タ
コ
類

(
ヤ
ナ
ギ
ダ

コ
)
八

･
四
ト
ン

(
五
㌧
四
六

五
尾
'

1
･
五
五
軸
)
が
圧
倒
的
に
多
-
'
ア
イ
ナ

メ
類

(
ウ
サ
ギ
ア
イ
ナ
メ
)
は
〇

･
7
ト
ン
と
極
め

て
少
な
か

っ
た
｡
ツ
ブ
類
は
海
中
還
元
し
た
｡
水
揚

げ
総
金
額
は
､
カ
ニ
類

(宿
)
が
魚
価
高
で
推
移
し

こ
と
に
よ
り
予
想
を
大
き
-
上
回

っ
た
｡

㊥

カ
ニ
類
の
密
度
分
布

各
カ
ニ
類
の
旬
別
､
調
査
点
別
'
漁
獲
屋
敷
t

c

p
U
E

(
T
か
ご
当
-
漁
獲
尾
数
)
か
ら
'
カ

ニ

類

の
密
度
分
布

(図
2
)
を
み
る
と
'
ケ
ガ

二
の
総
漁

獲
尾
数
は
五
六
'

七
六
六
尾
'
甲
幅
八

5
以
上
は
四

〇
'
七
八
七
尾

(
脱
皮
二
三
'
七
四
二
尾
'
堅
ガ

ニ

ー
七
'
〇
四
五
尾
)
で
全
体
の
七

1
･
八
%
を
占
め

た
｡
禾

成
体

･
雌
ガ

二
の
漁
獲
尾
数
は
各
々
約
八
㌧

〇

〇
〇
尾
で
し
た
｡
旬
別
に
み
る
と
七
月
下
旬

～
八

月
上
旬
に
か
け
て
､
脱
皮

･
堅
ガ

こ
の
漁
獲
尾
数
が

増
大
し
'
八
月
中
旬
以
降
は
堅
ガ

二
の
漁
獲
比
率
が

高
く
な

っ
て
い
た
｡
旬
別
漁
獲
尾
数
の
変
化
傾
向
は

禾
成
体

･
雌
ガ

二
で
も
ほ
ぼ
同
様
で
し
た
｡
旬
別
c

p
U
E
の
変
化
を
み
る
と
'
脱
皮

･
堅
ガ

二
は
六
月

下
旬
～
七
月
下
旬
に
は
〇

･
四
四
-

1
･
f
五
で
し
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第2図 ケガ二の句別､調査点別漁獲尾数とCPUE

-3-

た
が
'
八
月
上
旬
以
降
は
二

･
〇
前
後
の
高
い
水
準

を
示
し
て
い
る
｡
脱
皮
ガ

二
は
八
月
上
旬
'
堅
ガ

二

は
八
月
中
旬
に
各
々
C
P
U
E
の
ピ
ー
ク
が
み
ら
れ

た
｡
調
査
点
別

(図
2
)
で
は
堅

･
脱
皮
ガ

二
が
E
･

F
点
で
c
p
U
E
が

二
･
〇
前
後
と
高
い
が
t
c

･

G

･
D
点

は
一
･
〇
前
後

t
A

･
H

･
Ⅰ
点
で
は
〇
･

1
と
低
-
な

っ
て
い
た
.
道
東
太
平
洋
側
の
ケ
ガ

二

は
生
活
周
期
に
応
じ
て
季
節
的
に
深
浅
移
動
す
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
お
-
'
三
～
八
月
は
脱
皮
回
復
の
乗

組
期
に
相
当
す
る
｡
今
回
の
調
査
で
七
月
中
旬
以
降
'

漁

獲

局

数

E
･
F
点
で
c
p
U
E
が
高
か

っ
た
の
は
'
堅

･
脱

皮
ガ
二
が
他
海
域
か
ら
深
浅
移
動
で
加
入
し
て
き
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
｡
以
上
の
こ
と
か
ら
'
調
査

期
間
中
は
特
に
E

･
F
点

(水
深
七
〇

-
八

〇
m
)

に
ケ
ガ

二
の
高
密
度
城
が
あ
り
へ
他

の
調
査
点
は
低

密
度
城
と
推
測
さ
れ
た
｡

タ
ラ
バ
ガ

ニ
の
総
漁
獲
尾
数
は
三
㌧
二
六
五
尾
'

甲
幅

l
五

5
以
上
は
二
'
七
四
七
尾

(脱
皮
二
､
三

〇
三
崖
へ
堅
ガ

二
四
四
四
尾
)
で
全
体
の
八
四

･
1

%
を
占
め
た
が
'
特
に
脱
皮
ガ

二
の
漁
獲
比
率
が
高

か

っ
た
こ

と
か
ら
､
こ
の
時
期
は
脱
皮
回
復
期
に
相

当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
｡
旬
別
で
は
七
月
上
旬
と
下

旬
に
漁
獲
尾
数
が
増
大
し
て
い
る
｡
旬
別
の
c
p
U

E
は
〇

･
〇
五
～
〇

･
一
二
で
'
平
均
〇

･
一
と
全

体
的

に
密
度
は
低
-
か

っ
た
｡
七
月
上

旬
は
G
点

(水
深
九
〇

m
)
で
〇

二
二
四
㌧
七
月
下
旬

に
は
C

点

(
五
五

m
)
で
〇

･
六
〇
と
他
の
調
査
点
,･6-
C

p
U
E
が
高
く
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
'
季
節
的
な

深
浅
移
動
が
考
え
ら
れ
る
｡

1
万
㌧

ハ
ナ
サ
キ
ガ
二
の
総
漁
獲
尾
数
は

二

一七
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尾

(脱
皮

一
二
五
尾
'
堅
ガ

二
二
尾
)
で
量
的
に
少

な
い
の
は
分
布
域
が
異
な
る
た
め
と
推
測
さ
れ
る
｡

④

漁
獲
物
の
甲
幅
組
成

船
上
で
測
定
し
た
資
料
か
ら
'
ケ
ガ

二

(図
3
)

の
甲
幅
組
成
を
み
る
と
'
雄

(全
数
)
は
六
〇
～
一

7
五

mm
の
範
囲
で
'
漁
獲
の
主
体
は
脱
皮
が
八
〇
～

九
〇

m
台
､
堅
は
八
五
-
九
五

mm
台
に
み
ら
れ
る
｡

句

別
の
甲
幅
組
成
は
六
月
下
旬
～
七
月
上
旬
は
類
似

つち 85 95 185 115
1拍 9申 103･Il°

35 45 85 85
4aSQ 朗I 一拍

二 主 三二
43 50 曲 70 83 閃 10a lle 128 138

田 竪 苗畳富 田兼成 体

35456565%8595185.11石●125一拍SQOO一拍8g90lOallQ1201加
甲伯 く叫)
田地

9518SIts9110311●1283SJW455iSSdedSTNI巧舶85軸95

甲幅 (mm)

第3図 ケガこの甲幅組成(船上調査 )

し
て
い
る
が
'
七
月
中
旬

～
八
月
上
旬
に
か
け
て
小

型
化
し
七
八
月
中
旬
以
降

は
再
び
大
型
化
の
傾
向
が

み
ら
れ
た
｡
脱
皮
の
漁
獲
主
体
は
六
月
F
旬
～
七
月

下
旬
ま
で
八
五
～
九
五

m
台
で
あ

っ
た
が
'
八
月
上

旬
以
降
は
八
〇
-
九
〇

mm
盲
､
堅
の
漁
獲
主
体
は
六

月
F
旬
が
九
〇
～
一
〇
〇

mm
百
､
八
月
中
旬
以
降
は

八
五
～
九
五

mm
台
に
み
ら
れ
た
｡
脱
皮

･
堅
ガ

二
と

も
八
月
上
旬
-
中
旬
に
か
け
て
漁
獲
主
体
が
変
化
し

て
お
り
'
他
海
域
か
ら
の
加
入
が
考
え
ら
れ
た
｡
雌

の
甲
幅
組
成
は
五
五
～

二

〇

mm
の
範
囲
で
'
各
旬

と
も
漁
獲
主
体
は
七
〇
mm
前
後
に
み
ら
れ
た
｡

タ
ラ
バ
ガ

ニ
は
図
示
し
て
い
な
い
が
甲
幅
組
成
を

み
る
と
'
雄

(全
数
)
は

二

一五
～
二
二
〇

m
の
範

囲
で
'
漁
獲
主
体
は

T
七
〇

mm台
に
み
ら

れ
た｡
脱

皮
ガ

二
の
句
別
漁
獲
主
体

は七
月
上
旬
が

1
六
〇
～

7
七
五

mm
台
'
七
月
LL
旬
は

一
六
〇
1

7
七
〇

m
台

に
あ
り
'
八
月
上
～
中
旬
に
は

一
五
〇
～

一
六
〇
m

台
と
小
型
化
の
傾
向
が
み
ら
れ
た
｡
雌
の
甲
幅
組
成

は

1
7
0
-

7
八
〇

mm
の
範
囲
で
､
漁
獲
主
体
は

T

三
〇

mm
と
一
四
五

m
台
に
認
め
ら
れ
た
｡

陸
上
調
査
の
甲
幅
組
成
は
図
示
し
て
い
な
い
が
､

甲
幅
八

cm
以
上
の
ケ
ガ

二

(堅

･
脱
皮
)
の
甲
幅
組

成
を
み
る
と
'
七
月
上
旬
～
下
旬
の
漁
獲
主
体
は
九

〇

mm
台
'
平
均
体
重
は
六
三
〇
～
七
三
〇
Qb
t
八
月

上
～
中
旬
は
八
五

mm
台
'
五
六
〇
旦
刑
後
に
み
ら
れ

た
｡
甲
幅

一
五

cm
以
ヒ
の
タ
ラ
バ
ガ
ニ
の
甲
幅
組
成

は
'
七
月
上
旬
～
下
旬
の
漁
獲
主
体
は

7
七
五

mm
台
'

平
均
体
重
が
二
､
九
〇
〇
才
前
後
､
八
月
上
～
中
旬



釧路水武だより 第67号 (1992･3)

が

7
六
五

m
前
後
'
二
'
五

〇
〇
才前
後
に
み
ら
れ

た
｡
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
'

ケ
ガ
二･
タ
ラ
バ
ガ

ニ

と
も
七
月
上
～
下
旬
と
八
月
上
～
中
旬
を
比
較
す
る

と
'
漁
獲
主
体
は
前
者
よ
り
後

者
の
甲
幅
は
小
型
化

し
て
い
た
｡

吻

ケ
ガ

こ
の
資
源
状
態

当海
域
で
は
ケ
ガ

こ
の
漁
獲
統
計
資
料
や
生
態
な

ど
に
つ
い
て
明
ら
か
で
な
い
｡
隣
接
し
た
根
室
海
域

太
平
洋
側
の
ケ
ガ

二
で
は
'
漁
獲
対
象
と
な
る
甲
長

八

00
以
上
の
雄

(堅

･
脱
皮
)
に
つ
い
て
資
源
量
の

推
定
を
試
み
て
い
る
｡
こ
の
方
法
は
調
査
期
間
中
に

自
然
死
亡
'
加
入
'
逸
散
が
な
い
と
仮
定
し
て
い
る
｡

今
回
の
調
査
結
果
を
み
る
と
'
旬
別
t
C
P
U
E

(
一
か
ご
当
-
漁
獲
尾
数
)
は
上
昇
傾
向
に
あ
-
'

調
査
中
に
調
査
水
域
外
か
ら
の
加
入
が
あ

っ
た
こ
と

か
ら
'
当
海
域
で
は
こ
の
資
源
解
析
法
に
よ
る
資
源

甲 長 (mm)

第4図 根室海域 (太平洋側 )のケガニ甲長組成

量
の
推
定
は
困
難
と
判
断
さ
れ
た
｡

資
源
量
の
推
定
は
不
可
能
で
あ

っ
た
が
'
相
対
的

評
価
と
し
て
C
p
U
E
で
検
討
す
る
と
'
根
室
海
域

(
太
平
洋
側

)
は
〇
･
二
〇

(
堅
〇

･
〇
二
'
脱
皮

〇

･
一
八
)
と
資

源
的
に

は
極
め

て
低
水
準
で
す
が
'

今
回
の
調
査
水
域
で
は

一

三
六

(
堅
〇

･
五
七
､

脱
皮
〇

･
七
九
)
で
資
源
的
に
は
高
水

準
と
推
測
さ

れ
た
｡
次
ぎ
に
漁
獲
物
組
成
を
み
る
と
'
根
室
海
域

(太
平
洋
側
)
の
甲
長
組
成

(図
4
)
の
モ
ー
ド
は

五
月
が
八
五

m
台
'
六
月
は
七
五

m
台
に
あ
り
'
漁

獲
比
率
は
脱
皮
ガ

二
が
七
四

･
二
～
九
三

･
九
%
と

圧
倒
的
に
多

い
の
が
近
年
の
傾
向

で
す
｡
し
か
し
､

今
回
の
調
査
水
域
で
の
漁
獲
主
体
は
甲
幅
で
八

〇
～

九
五

mm

(
甲
長
で
は
八
六
～

一
〇
三

m
)
台
に
主
群

が
認
め
ら
れ
'
前
者
よ
-
漁
獲
主
体
は
大
き
-
､
堅

ガ

こ
の
出
現
頻
度
が
高
か

っ
た
の
が
特
徴
的
で
あ
る
｡

ケ
ガ

二
の
甲
長
-
甲
幅
関
係
に
つ
い
て
'
今
回
の

測
定
資
料
か
ら
､

雄

‥

甲
幅

=
〇
･
八
八
六
×
甲
長
+

三

･
四
六
五

の
関
係
式
を
求

め
た
｡
計
算
結
果
を
既

存
の
知
見

(阿
部

一
九
八
二
)
を
参
考
に
し
て
ケ
ガ

こ
の
年
齢

と
成
長
を
衰
2
に
整
理
し
た
｡
こ
の
結
果
'
雄
の
甲

幅
八
〇

m
は
'
甲
長
八
六

･
四

mm
と
計
算
さ
れ
た
｡

両
海

域
の
漁
獲
対
象
群
は
根
室
海
域

(太
平
洋
側
)

が
四
～
六
歳
'
今
回
の
調
査
海
域
は
五
～
六
'
七
～

八
歳

に
相
当
す
る
｡



釧鞍水武だより 第67号 (1992･3)

お
わ
り
に

今
回
､
通
称

｢
三
角
水
域
｣
で
約
二
ケ
月
間
の
日

ソ
共
同
カ
ニ
類
資
源
調
査
が
実
施
さ
れ
た
｡
こ
こ
で

は
当
海
域
に
お
け
る
日
ソ
共
同
カ
ニ
類
資
源
調
査

の

成
果
を
紹
介
し
ま
し
た
｡

三
角
水
域
内
に
お
け
る
ケ
ガ

二
の
資
源
状
態
に
つ

い
て
'
根
室
海
域

(太
平
洋
側
)
と
比
較
す
る
と
'

今
回
の
調
査
海
域
は
昭
和
五
二
年
以
降
'
漁
業
の
影

響
を
受
け
て
い
な
い
た
め
t

C
P
U
E
は
高

い
水
準

に
あ
-
､
漁
獲
物
組
成
は
高
齢
の
カ
ニ
が
主
体
で
'

堅
ガ

二
の
出
現
頻
度
-
高
い
こ
と
か
ら
未
開
発
漁
場

の
特
徴
が
み
ら
れ
'
資
源
量
は
高
水
準
に
あ
る
と
推

測
さ
れ
ま
す
｡

現
在
'
北
海
道
周
辺
海
域
で
は
カ

ニ
類
資
源
の
開

発
が
進
ん
で
ま
す
が
'
三
角
水
域
の
カ

ニ
類
資
源
が

未
開
発
で
あ
る
こ
と
は
初
年
度

の
調
査
で
得
ら
れ
た

最
も
特
徴
的
な
成
果
で
し
た
｡
今
後
t
c
p
U
E
の

推
移
か
ら
み
た
相
対
的
な
資
源
評
価
'
漁
獲
物
組
成

の
変
化
が
注
目
さ
れ
ま
す
｡

平
成
四
年
度
も
当
海
域
に
お
い
て
資
源
調
査
が
予

定
さ
れ
て
お
-
'
未
開
発
資
源
調
査
で
の
成
果
が
大

い
に
期
待
さ
れ
ま
す
｡

(
よ
-
た

た
か
し

漁
業
資
源
部
)

蓑2 ケガ二の年齢と成長

年 齢
堆

道東太平洋 三 角 水 域
甲 長 甲 幅
(mm) (mm)

齢 期

1 5.2 0

2 7.0 0
3 8.7 0

0

0

0

0

1

2

3

68.4 4

81.6 5′-6

95.1 7-8

107.5 9′-10

4 12.5

5 15.6

6 20.4

7 27.4

8 33.5

9 46.4

10 58.9

11 73.3

12 88,2

13 103.5

14 117.5

注)道東太平洋 :阿部 (1982より)
齢期 :幼生の発育段階を区分する用語､幼生が脱皮 ･

変態して成体と同じ形態になって､次の脱皮まで

を第 1齢 (期)､一度脱皮して二度目の脱皮する

まで第2齢 (期)｡



十
年
ぶ
り
の
賑
わ
い
も
ど
る

-
昨
年
の
道
東
ス
ル
メ
イ
カ
漁
-

高

昭

宏

昨
年
､
道
東
太
平
洋

の
沿
岸
'
根
室
海
峡

の
羅
臼

沿
岸
に
ス
ル
メ
イ
カ
が
た
く
さ
ん
来
遊
L
t
特
に
十

勝
港
'
釧
路
港
､
羅
臼
港
は
漁
船

の
出
入
港
や
水
揚

げ
で
賑
わ
い
ま
し
た
｡

釧路水杭だより 第67号 (1992･3)

表1 道東主要港スルメイカ水揚げ量 (釣り､生鮮)
単位 :トン

年 次 漁獲量

1984(S.59) 4,009

1985( 60) 1

1986( 61) 30

1987( 62) 34

1988( 63) 6

1989(H.1) 53

1990( 2) 4,250

1991( 3) 17,941

(釧路水試資料 )

年 次 漁獲量

50) 13,814

1976( 51) 4

1977( 52) 495

1978( 53) 10

1979( 54)

1980( 55) 19,863

1981( 56) 323

1982( 57) 4

1983( 58) 2,546

道
東
太
平
洋

の
釣
-
に
よ
る
ス
ル
メ
イ
カ
経
年
漁

獲
量
は
表
I
の
と
お
-
で
す
｡

7
九
九

7
年
に
は
約

一
万
八
千

ト
ン
で
'

1
九
七
五
年
を
上
回
り

l
九
八

〇
年
に
は
ば
匹
敵
し
ま
し
た
｡

一
昨
年
は
四
千
ト
ン

を
超
え
て
び

っ
く
-
し
ま
し
た
が
'
昨
年
は
何
と
そ

の
四
倍
以
上
に
な
り
ま
し
た
｡
釧
路
の
魚
市
場
で
は

漁
獲
物
が
積

み
上
げ
ら
れ
て
､
ト
ラ

ッ
ク
で
運
び
出

す
の
に
午
後
ま

で
か
か
る
日
も
あ
り
ま
し
た
｡

し
か
し

1
九
六
〇
年
代
に
は
十
万
ト
ン
'
二
十
万

ト
ン
の
年
も
あ

っ
た
の
で
'
往
時
の
豊
漁
時
代
に
比

べ
る
と
け
た
違

い
に
少
な
い
量
な
の
で
す
｡
苦

の
豊

漁
時
代

の
よ
う
に
資
源
が
復
活
し
た
の
で
は
な

い
か

と
い
う
話
も

で
ま
す
が
'
そ
れ
は
正
し
-
あ
り
ま
せ

ん
｡

釧
路
港
に
漁
船
ひ
し
め
く

一
九
九

一
年
に
は
道
東
海
域
で
､
特
に
釧
路

～
大

津
沿
岸
で
よ
-
釣
れ
ま
し
た
｡
釣
-
漁
は
八
月

上
旬

に
始
ま

っ
て
十
月
中
旬
に
終
わ
-
ま
し
た
｡

こ
の
間

に
c
p

U
E

(
1
隻

7
晩
当
り
漁
獲
量
)
の
ピ
ー
ク

が

四
～
五

つ
見
ら
れ
ま
し
た
｡
前
年

(
7
九
九
〇
年
)

に
比

べ
漁
は
早
-
始
ま
-
早
-
終
わ
-
ま
し
た

(図

1
参
照
)
｡
道
東
海
域
の
漁
模
様
が
よ
い
と
い
う
こ

と
で
'
道

内
は
も
と
よ
り
青
森
県
や
遠
-
は
長
崎
県

か
ら
も
漁
船
が
や

っ
て
き
て
操
業
L
t
釧
路
港

へ
の

水
揚
げ
船
は
二
百
隻
を
超
え
る
日
も
あ
り
ま
し
た
｡

こ
の
よ
う
に
道
東
海
域
に
漁
船
が
集
中
し
た
の
が
漁

獲

量
増
大
の

1
因
で
す
｡
漁
船
が
こ
れ
ほ
ど
多
-
て

も
C
P
U
E
は
前
年
を
上
回

っ
て
い
ま
す
の
で
'
来

遊
資
源
量
は
前
年
よ
り
多
か

っ
た
と
い
え
ま
す
｡

道
案
に
な
ぜ
突
然

ス
ル
メ
イ
カ

ス
ル
メ
イ
カ
の
寿
命
は
は
ば

1
年

で
す
O
主
な
産

卵
場
は
日
本
列
島
南
部
海
域

で
す
｡
雌

7
尾

の
産
卵

数
は
数
十
万
粒

で
'
産
卵
後
四
-
五
日
で
ふ
化
し
ま

す
｡
太
平
洋
系

ス
ル
メ
イ
カ
の
場
合
'
椎
仔
は
黒
潮

の
流
れ
と
と
も
に
北
上
し
'
春
か
ら
夏
に
か
け
て
餌

を
食

べ
な
が
ら
成
長
し
ま
す
｡

北
上
回
遊
期

の
道
東
海
域

の
海
況
は

1
九
九

一
年

の
ば
あ
い
図
2
の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
し
た
｡
道
東

の
近
-
ま
で
暖
水
城
が
強
-
張
り
出
し
'
沖
合

の
北

緯
四
〇
～
四
二
度
､
東
経

一
五

〇
度
あ
た
り
に
も
暖

水
域

の
分
布
が
見
ら
れ
ま
し
た

｡
表
面
水
温
は
例
年

に
比

べ
全
般
的
に
高
め
で
し
た
｡

こ
の
よ
う
な
海
況
は
ス
ル
メ
イ
カ
の
北
上

に
と

っ

て
好
ま
し
く
'
比
較
的
早
い
時
期
に
来
遊
が
見
ら
れ

ま
し
た
｡
釧
路
水
試
調
査
船

･
北
辰
丸
が
七
月
中
旬

に
道
東
海
域
で
漁
期
前
調
査
を
行

っ
た
と
こ
ろ
'
近

年
と
し
て
は
高

い
密
度

で
ス
ル
メ
イ
カ
が
分
布
し
て



釧路水託だより 第67号 (1992･3)

(トン)

図1 釧路沿岸におけるスルメイカCPUE変動(釣り)

- 1990年と1991年の場合 -
注:CPUE- 1隻1晩当り漁獲量 (トン)

①津軽暖流水域 ④暖 水 域*
③親潮系冷水域

(資料 :漁業情報サービスセンター､

漁海況速報 )

*漁業情報サービスセンター資料で

は ｢黒潮系北上暖水域｣となって

いるが､ここでは ｢暖水域｣とし
た｡

145oE

図2 スルメイカ北上期の海況模式図

-8-

150oE



釧路水式だより 第67号 (1992･3)

い
ま
し
た
｡

7
九
九

1
年
に
は
太
平
洋
系
ス
ル
メ
イ

カ
資
源
の
水
準
が
比
較
的
高
-
'
そ
れ
に
加
え
て
道

東
海
域
は
北
上
回
遊
に
と

っ
て
の
海
況
条
件
に
恵
ま

れ
た
た
め
に
､
来
遊
量
が
多
-
な
り
ま
し
た
｡
漁
期

前
調
査
に
も
と
づ
い
て
豊
漁
を
予
想
し
ま
し
た
が
､

実
際
に
そ
の
よ
う
な
結
果
に
な
り
ほ
っ
と
し
ま
し
た
｡

羅
臼
で
も

一
万
ト
ン
を
超
え
る

根
室
海
峡
で
-
知
床
半
島
の
羅
臼
沿
岸
で
漁
獲
量

が

l
万
ト
ン
を
超
え
ま
し
た
｡
そ
の
内
訳
は
釣
り
I

五
八
%
'
定
置
-
三
八
%
､
雑
刺
し
網
-
四
%
と
な

っ
て
い
ま
す
｡
例
年
'
羅
臼
沿
岸
で
は
十

7
月
に
定

置
網
に
ま
と
ま

っ
て
乗
網
し
ま
す
｡

一
九
九

一
年
に

も
十
月
～
十

1
月
に
過
去
を
上
回
る
乗
網
が
あ
り
'

そ
の
ほ
か
に
も
釣
り
漁
船
が
'
多

い
と
き
に
は
約
二

百
隻
も
狭
い
漁
場
に
集
中
し
て
漁
獲
量
を
伸
ば
し
ま

し
た
｡
羅
臼
港
の
経
年
漁
獲
量
は
ま
2
の
と
お
り
で

す
｡な
お
羅
臼
沿
岸
で
は
例
年
夏
か
ら
定
置
網
に
小
さ

い
イ
カ
が
乗
網
し
ま
す
｡
こ
れ
が
ス
ル
メ
イ
カ
な
の

か
'
あ
る
い
は
別
の
種
な
の
か
と
い
う
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
へ
標
本
を
取
り
寄
せ
て
調
べ
た
と
こ
ろ
ス
ル

メ
イ
カ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
｡
標
本
は

一

五
尾
で
外
套
長
は
九
六
I

T
七
五

m
(平
均

二
二
四

m
)
､
大
き
さ
か
ら
し
て
当
然
す

べ
て
が
未
熟
で
し

た
｡

表2 羅臼港スルメイカ漁獲量 (定置網､釣り､刺し網 ) (単位 :トン)

1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991
(S.60)(S.61)(S.62)(S.63)(H.1) (H.2) (H.3)

14.0 1.4

8.3 3.5

15.8 471.7

273.3 3,779.5

3,884.1 5,912.7

5

5

0

1

0

5

0

5

1

59

0

7

4

3

0

0

0

9

一
6

7

6

nU

1

13
12.8

33.9 10.4 971.1 4,195.510,181.6

(釧路水試資料 )

9

3
1

3

0

7

0

0
0

3

4

0

7

0

4

1

5

(S.55)(S.56)(S.57)(S.58)(S.59)

一

一

i

1
0

3

3

3

0

3

17.9 2.2

22.6 0.8 - -

2.3 - - 3.0

340.4 15.6 1.0

442.2 59.6 17.0 46.0

- 0.2

825.4 78.4 18.0 49.0

ど
う
い
う

コ
ー
ス
で
道
東
に

･
･
･

六
月
に
は
ス
ル
メ
イ
カ
は
黒
潮
に
沿

っ
て
三
陸
沖

合
ま
で
北
上
し
'
七
月
に
も
な
る
と
外
套
長

一
三
-

一
七

m
に
な

っ
て
'
釣
-
針
で
漁
獲
さ
れ
る
よ
う

に

な
-
ま
す
｡
北
上
回
遊
は
暖
水
域
に
沿

っ
て
二
つ
の

コ
ー
ス
'

つ
ま
り

一
つ
は
本
土
に
近
い
側
の
暖
水
域

(
A
)
'
も
う

1
つ
は
沖
合
の
暖
水
域

(
B
)
に
沿

っ
て
行
わ
れ
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
｡
A

コ
ー
ス
の
群

は
主
と
し
て
道
東
海
域
と
t
B
コ
ー
ス
の
群
は
主
と

し
て
南
千
島
海
域
お
よ
び
根
室
海
峡
と
関
わ
り
が
あ

る
と
考
え
ま
す

(図
3
参
照
)
0

1
九
九

1
年
七
月

の
北
辰
丸

の
調
査
結
果
お
よ
び

他
の
情
報
か
ら
'
道
東
海
域
ば
か
-
で
な
-
根
室
海

峡
で
も
豊
漁
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
し
た
｡

さ
て
今
年
は
ど
う
な
る

･
･
･

前
に
述
べ
た
よ
-
に

一
九
九

一
年
に
は
比
較
的
多

い
来
遊
が
あ
-
'
十
年
ほ
ど
前
の
漁
獲
状
況
が
再
現

し
ま
し
た
｡
で
も
こ
れ
は
長
い
間

つ
づ
い
た
不
漁
時

代
に
お
け
る

一
時
的

な

｢
豊
漁
｣
に
す
ぎ
ず
'

一
九

七
〇
年
以
前
の
豊
漁
と
は
レ
ベ
ル
が
違
い
ま
す
｡
昨

年

た
-
さ
ん
漁
獲
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
､
今
年
も

そ
う
な
る
と
は
か
ぎ
-
ま
せ
ん
｡
過
去
の
例
を
見
て

-

一
九
七
五
年
に
約

1
万
四
千
ト
ン
'

1
九
八
〇
年

に
約
二
万
ト
ン
も
漁
獲
さ
れ
た
の
に
'
そ
の
翌
年
に

は
ゼ

ロ
に
近
い
か
数
百
ト
ン
に
激
減
し
た
の
で
す

(義
-
参
照
)
｡
前
述
し
た
よ
う
に
ス
ル
メ
イ
カ
の

寿
命

は
1
年
で
カ
レ
イ
類
や
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
の
よ
う



釧路水式だより 第67号 (1992･3)

図3 スルメイカ北上回遊想定図

注 :斜線は1991年7月中旬の暖水域

(図2に一致 )

状
態
や
海
況
条
件

に
注
意
を
は
ら
い
'
な
る
べ
く
早

い
時
期
に
道
東
海

域
に
お
け
る
漁
況
見
通
し
を
立
て

た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
｡

(
た
か
あ
き
ひ
ろ

･
漁
業
資
源
部
)

-10-

に
い
く

つ
か
の
年
級
で
構
成
さ
れ
る
生
物

で
は
な

い

た
め
に
'
発
生
条
件
や
生
存
条
件
し
だ
い
で
'
は
げ

し
く
増
え
た
-
減

っ
た
り
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い

ま
す
｡

7
九
九

一
年
に
は
太
平
洋
系

ス
ル
メ
イ
カ
資

源
が
近
年
と
し
て
は
多
-
､
し
か
も
道
東
海
域
は
北

上
回
遊
に
と

っ
て
の
海
況
条
件
に
恵
ま
れ
た
の
で
漁

獲
量
が
増
大
し
た
の
で
す
｡

こ
と
し
漁
獲
対
象
と
な
る
は
ず

の
ス
ル
メ
イ
カ
は
'

今

の
時
期
に
は
ま
だ
幼
体

で
釣
-
針

に
は
か
か
ら
な

い
ほ
ど
小
さ
く
'
量
的
評
価
の
で
き
る
よ
う
な
調
査

は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
｡
し
か
し
六
月

～
七
月
に
な

る
と
本
州
各
地
の
釣
り
情
報
'
定
置
網

へ
の
乗
網
情

報
'
調
査
船

の
調
査
結
果
が
入
手

で
き
ま
す
｡
そ
の

段
階
で
来
遊
資
源
量

の
推
定
を
し
ま
す
｡
そ
れ
ら
が

道
東
海
域
に
た
-
さ
ん
回
遊
し
て
-
る
か
ど
う
か
は
'

海
況
条
件
と
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
｡
で
す
か
ら
資
源



釧路水洗だより 第67号 (1992･3)

野
付
湾
で
採
取
さ
れ
た

超
大
型
ア
サ
リ
に
つ
い
て

中
川

義
彦

･
束

幸
兵

廉
原

正
康

･
新
田

尚

北
海
道
に
お
け
る
ア
サ
-
の
主
要
漁
場
は
道
東
の

野
付
湾
'
風
蓮
湖
､
温
根
沼
'
火
散
布
沼
'
海
散
布

沼
'
厚
岸
湖
な
ど
の
河
川
水
が
流
入
す
る
内
湾
の
干

潟
が
発
達
し
た
と
こ
ろ
で
す
｡
北
海
道
の
ア
サ
-
の

生
産
量
は
全
国
生
産
量
の
〇

･
九
%
を
占
め
る
に
す

ぎ
ま
せ
ん
が
､
昭
和
六
十

年
か
ら
平
成
元
年
の
五
年

間
の
平
均
漁
獲
量

(生
産
額
)
は
九
百
二
十
五
ト
ン

は
じ
め
に

干
潟
域
に
は
い
ろ
い
ろ
な
生
物
が
生
息
L
t
ア
サ

-

(
浅
蛾
､
軸
)
は
干
潟
城
の
代
表
的
な
貝
類
で
す
｡

あ
さ

ア
サ
-
の
語
源
は
､

｢
漁
る
貝
｣
の
意
と
い
わ
れ
'

食
用
に
き
れ
た
歴
史
は
古
-
'
全
国
各
地
の
貝
塚
か

ら
殻
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
｡
ま
た
､
ア
サ
-
は
ア

イ
ヌ
語
で
は
ボ
ン

･
ト
ポ

(小
さ
い
員
)
へ
チ
ウ
-

ト

(
我
々
の
掘
る
員
)
で
す
｡
ア
サ
-
は
北
海
道
か

ら
沖
縄
ま
で
の
干
潟
城

(底
質
で
砂
質
干
潟
と
泥
質

干
潟
､
地
形
か
ら
前
浜
干
潟
'
河
口
干
潟
t
,潟
湖
干

潟
に
わ
け
ら
れ
る
)
に
広
範
囲
に
分
布
し
て
い
ま
す
｡

近
年
'
日
本
の
ア
サ
-
生
産
量
は
昭
和
六
十

一
年

ま
で
十
二
～
十
六
万
ト
ン
の
高
水
準
を
維
持
し
て
い

ま
し
た
が
'
昭
和
六
十
二
年
に
十
万
ト
ン
を
切

っ
た

の
を
契
機
と
し
て
下
降
線
を
た
ど
り
'
平
成
二
年
度

は
前
年
比
十
二

1
%
減
の
七
万

7
千
ト
ン
ま
で
低

下
し
て
い
ま
す
｡
大
量

へ
い
死
も
含
め
た
資
源
の
減

少
あ
る
い
は
生
産
量
の
低
下
の
原
因
に
つ
い
て
は
'

再
生
産
に
支
障
を
き
た
す
乱
獲
'
環
境
悪
化
'
薬
剤

等
の
影
響
な
ど
が
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
｡

表1 北海道におけるアサリの漁獲量及び生産額の推移

年 度 昭和60 昭和61 昭和62 昭和63 平義元 5年間の平 均値
全道の合喜十 762 916 1,011 980 958 925

322110 347.209 402.222 4152,359 475316 399843

釧路支庁計厚 岸 町浜 中 町 402 514 624 .~扇T8 562 -534

198,405 219,330 267,245 292,946 304,333 256,452
374 484 595 551 549 511
180,723 204,152 251,921 283,261 296,520 243,315
28 30 29 17 13 23

17)682 151.787 15u324 9685 7813 _49,_些8391根室支庁計 360 4P2 387 411 395

根 室 市別 海 町 123,699 127,719 134,737 159,071 170,542 143,154

75 88 102 104 123 98
24,873 26,611 34,449 34,913 51,078 34,385
285 314 285 307 272 293
98826 101.108 100.288 124.158 119464 108769

網走支庁計網 走 市 046046 0909

後志支庁計小 樽 市寿 都 町 0140080132 02802026

渡島支庁計上 磯 町 0 0505 1 0101

胆振支庁計伊 達 市 0 0 1 0
6 20 240 291 441 200
0 0 0 1 1 0

単位 :漁獲量はトン､生産額は千円､上段漁獲量､下段生産額

北海道水産現勢により､単位未満の数は0で表示｡

-ll-



釧路水託だより 第67号 (199213)

(約
四
億
円
)
で
､
北
海
道
の
生
産
量
の
九
十
九

･

九
%
を
道
東
の
釧
路
支
庁
と
根
室
支
庁
管
内
で
占
め

て
い
ま
す

(
義
-
)
｡
道
東
で
は
ホ
タ
テ
ガ
イ
'
ホ

ッ
キ
ガ
イ
に
つ
い
で
生
産
量
の
多
い
貝
類
で
'
管
内

の
重
要
な
漁
業
と
な

っ
て
い
ま
す
｡

1
.

超
大
型
ア
サ
リ

ア
サ
-
資
源
管
理
の
た
め
の
資
源
量
調
査
は
各
漁

業
協
同
組
合
が
水
産
技
術
普
及
指
導
所
'
市

･
町
水

産
課
の
協
力
を
得
て
毎
年
実
施
し
て
お
-
ま
す
｡
平

成
三
年
五
月
二
十
七
日
に
野
付
湾
ポ

ッ
コ
沼
で
の
資

源
量
調
査
中
に
'
漁
獲
さ
れ
て
い
る
貝

(殻
長
五
十

～
七
十

m
)
と
比
べ
て
は
る
か
に
大
き
い
ホ

ッ
キ
ガ

イ
の
様
な
ア
サ
-
が
採
取
さ
れ
ま
し
た

(
図
1
と
表

2
)
0
北
海
道
産
の
ア
サ
-
の
成
長
は
本
州
産
に
比
べ
て

成
長
度
が
遅
-
'
北
海
道
の
漁
獲
サ
イ
ズ
殻
長
四
十

m
以
上
に
な
る
に
は
東
京
で
二
年
'
九
州
で
二
年
余
'

北
海
道
で
四
年
を
要
し
'
厚
岸
湖
産

･
火
散
布
沼
産

で
の
年
齢
と
殻
長
と
の
関
係
は

一
年
齢
で
六
～
九

m
､

二
年
齢
で
十
四
～
二
十

1
m
'
三
年
齢
で
二
十
～
三

十
四

mm
'
四
年
齢
で
二
十
五
～
四
十

一
mm
､
五
年
齢

で
三
十

～
四
十
五

mm
'
六
年
齢
で
三
十
四
～
五
十

m
'

七
年
齢

で
三
十
七
～
五
十
四

m
と
な

っ
て
い
ま
す

(表
2
'
表
3
)
｡
ま
た
､
北
海
道
産
の
ア
サ
-
の

漁
獲

サ
イ
ズ
が
四
十

mm
以
上
で
'
漁
獲
サ
イ
ズ
の
主

体
は
五
十

～
七
十

mm
で
す
か
ら

(表
2
)
'
こ
の
採

取
さ
れ
た

ア
サ
-

(殻
長
八
十
四

m
'
殻
高
六
十

m
'

図 1 超大型アサ リと(左)と漁獲対象のアサ リ(右)

殻
幅
四
十
三

m
'
重
量
百
四
十
五
才
'
殻
重
量
七
十

lTI
Qb
)
が
い
か
に
大
き
い
か
想
像
で
き
る
と
思
い
ま

す
｡採

取
場
所

(
野
付
湾
ポ
ッ

コ
沼
)
で
の
ア
サ
-
の

密
度
は

一
個
体
′
㌦

以
卜
で
､
同
時
に
採
取
さ
れ
た

貝
の
平
均
殻
長
が

六

十
五

･
七

m
で
'
殻
長
の
範
囲

は
五
十
六
～
八
十
四

mm
で
し
た
｡
こ
の
こ
と
か
ら
採

取
場
所
の
資
源
水
準
が
低
い
こ
と
'
こ
こ
数
年
椎
貝

の
発
生
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
な
ど
が
推
定
さ
れ
'

近
年
他
の
漁
場
に
比
較
し
て
積
極
的
に
利
用
さ
れ
な

か

っ
た
た
め
漁
場
に
こ
の
よ
う
な
大
型
の
ア
サ
-
が

生
息
で
き
た
-
の
と
想
像
さ
れ
ま
す
｡

2
.
北
方
系
と
南
方
系
ア
サ
リ
の
差
異

北
海
道
産

(北
方
系
)
と
本
州
産

へ南
方
系
)
の

ア
サ
-
の
差
異
に
つ
い
て
'
成
長
に
つ
い
て
前
述
し

ま
し
た
が
'
大
き
さ
､
漁
獲
サ
イ
ズ
'
産
卵
期
'
産

卵
回
数
､
成
熟
年
齢
と
そ
の
大
き
さ
は
表
-
に
示
し

た
と
お
り
で
､
こ
の
他
に
北
方
系
は
斑
紋

や
色
彩
が

不
鮮
明
で
あ
る
こ
と
'
貝
殻
は
丸
味
を
帯
び
て
肉
厚

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
｡

そ
れ
で
は
な
せ
北
方
系
の
ア
サ
-
が
南
方
系
に
比

べ
て
大
き
-
な
る
の
で
し
ょ
う
か
フ
成
長
速
度
の
分

析
に
は
年
間
成
長
量
が
最
終
成
長
値

(最
大
成
長
値
)

へ
向
か

っ
て
白
然
対
数
的
に
減
少
し
な
が
ら
成
長
を

続
け
る
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
-

B
ert
al
an
ff
y

の
成
長
式
を
求
め
る
の
が

T
椴
的
で

す
.
こ
の
成
長

式
を
簡
便
に
図
式
し
た
の
が

W

a-
rord
の
定
差
図

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
t
X
軸
に

-年
目
の
殻
長
値

(
s
ド
I
)
t
Y
軸
に
-
+

一
年
目
の
殻
長
値

(
S

L

l
十

t
)
を
と
っ
て
プ

ロ
ッ
ト
し
て
い
-
と

S
L

i
+

)
の
差

は
次
第

に
小

さ
-
な
り

X
-
Y

の
対
称
軸
に
近
づ
き
ま
す
｡
こ
れ
ら
の
値
を
直
線
に

回
帰
さ
せ
成
長
式
を
求
め
る
と
'
回
帰
直
線
と
Y
=

X
と
の
交
点
が
最
終
成
長
値

(
最
大
成
長
値
)
に
相

当
し
､
回
帰
直
線
の
勾
配
が
成
長
速
度
を
表
現
し
ま

す
｡
ま
た
､
Y
切
片
は
満

一
齢
の
殻
長
に
相
当
L
t

こ
の
殻
長
値
を
初
期
成
長
値
と
呼
び
ま
す
｡
初
期
成

長
値

J
L
l
に
対
す
る
S
L

)
+

l
の
値
､

つ
ま
-



表 2 アサ リの北方系と南方系の差異

北 方 系 (北海道 ) 南 方 系 (本州以南 )

成 長 度 き 遅 い 速 い

厚岸 .散布 東 京

年齢 1 2 3 4 5 6 7 年齢 1 2 3 殻長40mm以上になるには東京 3年､九州 2年

殻長 6.0 13.620.025.430.033.837.1 殻長 15 35 42 余､北海道4年

(mm) l i i i i l 18.821.334_440.944.549.854.0.(mm)

大 き さ : 大 き い 小 さ い

漁 獲 サ イ ズ 殻長40mm以上を漁獲サイズとし､主に50-70mmを漁獲 している○ 漁獲サイズは殻長15-27mmの間で､20mmとしている県が半数を占めるo

(
e
･
刑66
L
)
叶
ト9
拡

Q
f
3
拡
肯
舘
一義

産 卵 期 7月中旬～9月中旬 :盛期8月 ら仙 台 湾 6月中旬-10月

松 川 浦 6月下旬～8月上旬､10月上旬～11月

東 京 湾 3月下旬～7月上旬､9月上旬～11月中旬

有 明 海 4月上旬～6月､10月上旬～11月

産 卵 回 数 1 回 1′- 2回;

成 熟 年 齢 と 雄 2齢貝 :雌 3齢貝 1 齢 貝

そ の 大 き さ 班 :22-27mm､ 雌 :30-35mm(殻長 ) 秋に殻長11-12mm大で多 くが成熟した生殖能力をもち､一部は生殖能力

もち､15m以上の大部分は生殖能力をもつo



釧路水杭だより 第67号 (1992･3)

表3 アサリの年齢と殻長の関係

年_ 齢 1 2 3 4 5 6 7

火 散 布 沼 (富田.1983) mm8.0 20.2 30.1 38.1 44.5 49.8 54.0

藻散布沼 D礁 (富田,1983) 6.0 13.6 20.0 25.4 30.0 33.8 37.1

藻散布沼 E礁 (富田,1983) 6,8 17.3 25.9 33.0 38.9 43.8 47.8

厚 岸 湖(山本.1956) 8.8 21,3 34.4 40,9 44.3 49.0

("

:

L

･L
r
｣
S

)

峨

輝

0 2 0 4 0 6 0 8 0 0 2 0 4 0 6 0 8 0

殻 長 くSL 1 : M )

図2 Walfordの定差図によるアサリの殻長成長にみられる北方
系(厚岸湖､藻散布沼､火散布沼)と南方系(東京湾 )

a ●成長速度 b:初期成長値 N:データ数

-14 -



釧路水

釧梓水託だより 第67号(1992･3)

つ
ま
り
回
帰
直
線
と

Ⅹ
=
Y
と
の
間
を
段
階
状
に
進
む
と
､
順
次
満

二
年
齢
'
満
三
年
齢

の
平
均
殻
長
が
得
ら

れ
ま
す
｡
表
3
に
示
し
た
北
方
系
と
南
方
系

の
ア
サ
-
の
殻
長
成
長

を

W
a
-f
ord
の
定
差
図
に
よ

っ
て
図
2
に
示
し
ま
し
た
｡
こ
れ
か
ら
北
方
系

の
貝
は
南

方
系

の
貝

に
比
べ
て
初
期
成
長
値
が
低

い
-
の
の
'
成
長
速
度
が
高

い
値
を
示
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
｡

つ
ま
-
北
方
系

の
貝
は
'
や
や
緩
慢
な
初
期
成
長

を
持

つ
が
成
熟

期
に
入

っ
て
か
ら
も
継
続
的
に
成
長
し
ま
す
が
､
南
方
系
の
貝
は
初
期
に
速

い
殻
成
長
を

示
し
､
そ
の
後
急
速
に
落
ち
る
と
い
う
特
徴
を
持

っ
て
い
る
よ
う
で
'
こ
の
殻
成
責
の
地

域
差
が
北
方
系
と
南
方
系
の
最
大
成
長
値
の
差
と
な

っ
て
い
る
と
思

い
ま
す

(表
4
)
0

3
.
超
大
型
ア
サ
リ
の
年
齢

ア
サ
-
の
年
齢
は
冬
期
成
長

の
休
止
が
休
止
帯
と
し
て
貝
殻
に
形
成
さ
れ
た
輪
紋

(冬

輪
)
を
数
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
｡
し
か
し
､
老
年

齢
の
貝
で
は
こ
の
冬
輪
の
形
成
が
不
明

瞭

で
､
貝
殻
表
面
の
冬
輪

の
肉
眼
的
観
察
か
ら
は

今
回
採
取
さ
れ
た
超
大
型

ア
サ
-
の
正
確
な
年
齢
査
定
が
で
き
ま
せ
ん
｡
ま
た
'
輪
紋
か

ら
年
齢
査
定
は
で
き
な
い
と
い
う
報
告
も
あ
-
'
ア
サ
-
の
年
齢
は
冬
輪
だ
け
か
ら
推
定

す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
｡

し
か

し
'
二
枚
貝
で
の
貝
殻
成
長
線

は
貝
殻

の
形
成
休
止
帯

で
あ
り
'
貝
殻
断
面
に
弧

状
の
線
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
｡
弧

の
線
は
ア
サ
-
や

ハ
マ
グ
-
で
は

一
日

一
本

つ
ま
り

日
周
期
で
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
埼
玉
大
学
の
小
池
先
生
に
よ

っ
て
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
｡

し
た
が

っ
て
'
超
大
型

ア
サ
-
の
貝
殻
断
面

の
形
成
休
止
帯
を
計
数
す
る
こ
と
と
冬
輪
の

確
認
に
よ

っ
て
正
確
な
年
齢
査
定
が
可
能
に
な
-
ま
す
｡

今
回
採
取
さ
れ
た
ア
サ
-
が
殻
長
八
十
四

m
で
し
た
の
で
'
野
付
湾
で
は
殻
長

の
最
大

成
長
値
を
九
十

m
と
想
定
し
､

W
a
-f
ord
の
定
差
図
に
よ

っ
て
超
大
型

ア
サ
-
の
年
齢

を
成
長
速
度
と
初
期
成
長
値
か
ら
推
定

し
ま
す
と

(
図
3
㌧
表
4
)
'
満
十
四
か
ら
二
十

7
年
齢
と
な
り
ま
し
た
｡
や
は
り
正
確
な
年
齢
査
定
に
は
貝
殻

の
切
断
に
よ

っ
て
'
冬
輪

の
確
認
と
貝
殻

の
形
成
休
止
帯
を
計
数
す
る
こ
と
が
必
要
で
し

ょ
う
｡

北
海
道
の
ア
サ
リ
の
主
要
漁
場

で
年
齢
と
初
期
成
長
値
'
成
長
速
度
'
最
大
成
長
値
な

ど
成
長
と
の
関
係
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
よ
-
適
切
な
資
源
管
理
が
可
能

に
な
る
も

の
と
思

40 6 0 8 0 0 20 40 60 80

殻 長 くSL 1 :MM)

図3 Walfordの定差図による超大型アサリの年齢推定

a:成長速度､b:初期成長値､数字1-10､14､15､20､21は満
年齢で､その殻長を､点線は超大型アサリの殻長を示す｡A:表4の
野付湾超大型アサリA,B:表4の野付湾超大型アサリBを示す｡
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蓑4 Walford法による超大型アサリの穀長成長速度の推定

調 査 地 点 【∃ 貝殻成長速度(a' I 初期成長値(b) 最大成長値 1推定デ-タ数 回 帰 直 線

火 散 布 沼 (富田 . 1983) 0.809 mm13.740 mm71.9 6 Y- 0.809Ⅹ十 13.740

藻散布沼 E礁 (富田.1983) 0.826 ll_653 66.8 6 Y- 0.826Ⅹ+ll.653

厚 岸 湖 (山本,1956) 0ー734 16.163 60.7 5 Y - 0.734Ⅹ+16.653

東 京 湾 (相良 1983) 0.350 29.750 46.5 2 !Y- 0-350X+ 29.750

野 付 湾 :超 大 型 ア サ リA 0.803 17.730 90.0 i Y- 0.803Ⅹ + 17.730

超大型アサ リA:最大成長値を90,0mm､成長速度を火散布沼､藻散布沼､厚岸湖の平均値として初期成長値を推定 した｡

超大型アサ リB :最大成長値を90.0mm､初期成長値を火散布沼､藻散布沼､厚岸湖の平均値 として成長速度を推定した｡
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わ
れ
ま
す
｡

お
わ
り
に

ア
サ
-
は
消
費
量
､
単
価
と
も
に
伸
ば
し
な
が
ら

市
場
を
拡
大
し
て
い
ま
す
｡
こ
れ
は
ア
サ
-
の
購
入

形
態
の
多
様
化
'
さ
ら
に
地
域

消
費
型
か
ら
広
域
消

費
型
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
'
ア
サ
リ
の
消
費
拡
大
は

生
産
の
少
な
い
地
域
を
中
心
と
し
て
続
-
も
の
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
｡
ア
サ
リ
は
-
ソ
汁
'
酒
蒸
し
'

バ
タ
ー
焼
き
､
ス
パ
ゲ
テ
ィ
'
サ
ラ
ダ
の
材
料
な
ど

調
理
用
途
が
広
-
'
殻
付
き
だ
け
で
な
く
剥
き
身
､

缶
詰
な
ど
購
入
形
態
の
多
様
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
が
'
北
海
道
の
お
寿
司
屋
さ
ん
の
メ
ニ
ュ
ー
に
､

｢
深
川
ず
し
｣
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
L
t
家
庭
で
-
'

｢
深
川
井
｣
'

｢
深
川
鍋
｣
は
な

つ
か
し
い
庶
民
的

食
べ
物
と
な

っ
て
い
る
よ
う
で
'
ま
だ
ま
だ
地
域
消

費
型
と
し
て
も
需
要
の
増
大
を
期
待
で
き
ま
す
｡
さ

ら
に
消
費
の
拡
大
を
進
め
る
こ
と
が
ア
サ
リ
の
増
産

と
高
単
価
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
｡
道
東
城

で
は
ア
サ
-
は
資
源
の
適
切
な
管
理
や
遊
休
漁
場
の

積
極
的
な
活
用
さ
ら
に
漁
場
の
効
果
的
な
造
成
に
よ

り
大
幅
に
生
産
量
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
種

で
す
｡
根
室

･
釧
路
両
支
庁
管
内
の
干
潟
の
消
滅
比
率
は

1
九
八
三
年
の
環
境
庁

｢
第
二
回
緑
の
国
勢
調
査
｣

に
よ
り
ま
す
と
〇
%
と
の
こ
と
､
今
後
も
ア
サ
-
の

生
産
基
盤
で
あ

る
干
潟
の
保
全
に
努
め
た
い
も
の
で

す
｡

(な
か
が
わ
よ
し
ひ
こ

釧
路
水
産
試
験
場
増
殖

部

あ
ず
ま
こ
う

へ
い
･
ひ
ろ
は
ら
ま
き
や
す

･
に

っ
た
た
か
し

根
室
北
部
地
区
水
産
技
術
普
及
指
導

所
)

参
考
文
献

日
本
水
産
工
学
会

二

九
九

一
)

平
成
三
年
度

日
本
水
産
工
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢
内
湾
性
貝
類
I

特
に
ア
サ
-
I
の
生
息
条
件
と
増
殖
場
造
成
｣
'
講

演
要
旨
集

贋
吉
勝
治

･
長
演
兵

l

(
1
九
八
五
)

ア
サ
-

の
需
給
構
造
-
生
産
か
ら
消
費
に
到
る
諸
問
題
-
'

水
産
振
興
'
二
四
四
t

l
～
三
十
五

相
良
傾

一
朗

(
7
九
八

l
)

ア
サ
-

･
ハ
マ
グ

-
の
生
理

･
生
態
'
海
洋
と
生
物
'

二
二
三

(
二
)
､

一
〇
二
～

一
〇
五

山
本

善

7朗
･
岩
田
文
男

(
一
九
五
六
)

厚
岸

湖
に
於
け
る
ア
サ
-
に
関
す
る
研
究

(
Ⅱ
)
'
成

度
及
び
最
小
成
体
形
'
北
水
研
報
告
へ
十
四
'
五
七

～
六
二
相
良
噸

一
朗

(
一
九
八
三
)
ア
サ
-
の
増
殖

(巡

回
教
室
資
料
Ⅱ
)
'
日
水
資
月
報
'
二
三
四
､
十
～

十
七小
池
裕
子

(
一
九
八

二

貝
殻
か
ら
み
た
縄
文

時
代
の
海
水
温
変
化
'
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
､

一
九

二
'
十
四
～
十
七

小
池
裕

子
(
一
九
八
二
)

日
本
海
北
陸
地
域
産

ハ
マ
グ
-
類
の
貝
殻
成
長
分
析
'
第
四
紀
研
究
､
二

十

i

(
≡
)
'
二
七
三

～
二
八
二

田
中
弥
太
郎

二

九

五
四
)

ア
サ
-
の
年
齢
査

定
に
関
す
る

一
考
察
'
有
明
海
研
究
報
告
'

一
'
七

～
九富
田
恭
司

(
一
九
八
三
)

ア
サ
-
に
つ
い
て
'

本
誌
五
十

二

1
-
三

水
産
庁

･
日
本
水
産
資
源
保
護
協
会

(
7
九
八
八
)

干
潟
'

7
-
十
五

岡
田
由
夫

二

九
九

こ

北
海
道
の
干
潟
の
分

布

･
消
滅
状
況

(海
域
別
)
'
北
海
道
自
然
環
境
図

譜
'
財
団
法
人
前
田

1
歩
園
財
団
､
阿
寒
町

士
口
野
舜
雄

(
一
九
九
〇

)

配

.
賦

･
す
し

す

し
の
事
典
'
旭
屋
出
版
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フ
ラ
ン
ス
に
派
遣
さ
れ
て

胴
ヒ■ii

川

雅

彦

今
回
は
派
遣
先
と
な

っ
た
研
究
室
に
つ
い
て
紹
介

い
た
し
ま
す
O
ま
ず
モ
ン
ペ
-

エ
第

二
大
学

(
ラ
ン

グ
ド

ッ
ク
工
科
大
学
)
で
す
が
'
大
学
の
･Tj
体
見
取

図
を
与
真

一
に
､
入
口
付
近
の
風
景
を
写
真

二
に
示

し
ま
し
た
｡
私
の
所
属
し
て
い
た
研
究
室

(生
物
化大学の立体見取図

大 学 正 門

ら
れ
､
な
か
で
も
中
国
か
ら
の
客
員
研
究
員
が
多
か

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
｡
当
研
究
室
に
も
私
の

他
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
国
立
農
業
研
究
所
と
ブ
ラ
ジ

ル
の
サ
ン
パ
ウ

ロ
大
学
か
ら
'
そ
れ
ぞ
れ
女
性
の
研

究
員
が
滞
在
し
て
い
ま
し
た
｡
写
貞
三
は
私
の
研
究

指
導
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
シ

ェ
フ
テ
ル
教
授
と

研
究
を
手
伝

っ
て
く
れ
ま
し
た
助
手
の
エ
-
ア
ン

･

ド

ゥ
メ
イ
女
史
で
す
｡
こ
の
他
に
大
学
院
生
も
六
人

在
籍
し
て
お
-
'
そ
の
う
ち
四
人
は
女
性
で
'
男
性

の
大
学
院
生
は
二
人
い
ま
し
た
｡

l
人
は
パ
-
に
あ

る
食
品
関
係
の
企
業
に
就
職
活
動
中

で
あ
り
'
も
う

一
人
は
地
中
海
産

マ
イ
ワ
シ
の
タ
ン
パ
ク
質
に
つ
い

て
季
節
別
変
化
に
関
す
る
博
士
論
文
執
筆
中
で
し
た
｡

学
食
品
工
学
研
究
室
)
は
｢
六
番
の
建
物
に
あ
り
'

こ
こ
に
は
応
用
隼
物
化
学
､
栄
養
生
理
学
､
巨
人
分

子
分
類
工
学
'
産
業
用
微
生
物
学
'
プ

ロ
セ
ス
工
学

な
ど
の
研
究
室
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
｡
ど
の
研

究
室
に
も
列
国
か
ら
の
研
究
員
が
二
～
二
人
見
受
け

シェフテル教授(左)とドゥメイ助手(右)
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3)釧路水式だより 第67号 (1992

女
性
が
多

い
た
め
か
､
研
究
室
は
明
る
い
雰
囲
気
を

漂
わ
せ
て
い
ま
し
た
｡
研
究
棟
は
暗
唱
番
号
式
の
テ

ン
キ
ー
で
施
錠
さ
れ
て
お
-
'
四
桁
の
番
号
を
入
力

し
た
後
'
ブ
ザ
ー
の
鳴

っ
て
い
る
二
秒
間
に
開
け
な

け
れ
ば
再
び
施
錠
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
｡
大
学
内
で

の
外
部
か
ら
の
進
入
者
に
よ
る
盗
難
が
多

い
た
め
'

こ
の
よ
う
な
措
置
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
｡
自
家
用

車
に
よ
る
通
勤
'
通
学
者
は
正
門
に
設
置
さ
れ
た
カ

ー
ド
読

み
取
り
機
に
テ
レ
カ
ル
テ

(
フ
ラ
ン
ス

‥
ア

レ
コ
ム
社
の
テ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー
ド
)
と
同
じ
形
式
の

I
D
カ
ー
ド
を
差
込
み
'
遮

断
機
を
上
げ
さ
せ
て
通

過
し
ま
す
｡
横
道
に
そ
れ
ま
す
が
､
フ
ラ
ン
ス
の
テ

レ
フ
ォ
ン
カ
ー
ド
は
日
本
の
も
の
と
は
方
式
が
異
な

り
'
偽
造
困
難
な
構
造
に
な

っ
て
い
ま
す
｡
大
き
さ

は
同
じ
で
す
が
'
厚
さ
が
〇

･
七

m
ほ
ど
あ
り
'
度

数
読

み
取
り
は
約

T
Ne
に

埋
め
込
ま
れ
た
ゴ

マ
粒
よ

り
小
さ
な

I
C
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
｡
こ
の

一
2cm
に

は
I
C
か
ら
延
び
た
金
属
端
子
八
個
が
配

置
さ

れ
'

電

話
機
本
体
と
入
出
力
を
行
い
ま
す
｡

研
究
室
で
最
初
に
行

っ
た
こ
と
は
'

エ
ク
ス
ト
ル

-
ダ
の
先
端
に
装
着
す
る
新
型
冷
却
ダ
イ
の
設
計
で

し
た
｡
ダ
イ
の
役
割
は
'

エ
ク
ス
ト
ル
-
ダ
内
で
ど

ろ
ど
ろ
に
溶
け
た
高
温

･
高
圧
の
原
料
を
冷
却
し
､

安
定
的
に
成
型
を
行
う
こ
と
で
す
｡
こ
の
部
分
が
不

適
切
な
構
造
だ
と
'
い
-
ら

エ
ク
ス
ト
ル
ー
ダ
の
押

し
出
し
能
力
が
艮
-
て
-
'
繊
維
構
造
を
も
つ
組
織

化
物
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
｡

二
週
間
ほ
ど
シ

ェ
フ
テ
ル

教
授
と
綿
密
な
打
合
せ
を
行
い
'
長

い
バ
カ
ン
ス
の

始
ま
る
前
に
鉄
鋼
所

へ
設
計
図
を
持

っ
て
行
き
ま
し

た
｡
普
通
'
製
造
に
は
数
か
月
か
か
る
と
の
こ
と
で
､

｢
バ
カ
ン
ス
前
に
発
注
し
な
い
と

マ
サ

(私
の
研
究

室
で
の
呼
び
名
)
が
日
本

へ
帰
る
頃
に
出
来
上
が
る

こ
と
に
な

っ
て
し
ま
う
｡
と
に
か
-
急
い
で
-
れ
｡
｣

と
何
度
も
念
を
押
さ
れ
る
毎
日
で
し
た
｡
構
造
と
の

強
度
や
､
ダ
イ
内
部
で
の
原
料
の
流
動
性
'
熱
交
換

性

(
冷
却
能
)
に
つ
い
て
厳
し
い
議
論
を
繰
り
返
し
'

何
と
か

"締
切

"
に
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
｡
鉄
鋼

所
へ

は研
究
用
機
材
技
師

の
ペ
レ
ト
氏

が
同
行
し
て
く
れ
ま
し
た
｡
し
か
し
'
困

っ
た
こ

と

に
彼
は
英
語
が
ほ
と
ん
ど
話
せ
な
い
の
と
'
私
も

フ

ラ
ン
ス
語
が
話
せ
な
い
た
め
'
ど
う
や

っ
て
業
者
と

意
志
疎
通
を
行
お
う
か
頭
を
か
か
え
て
し
ま
い
ま
し

た
｡
結
果
は
以
外
に
も
円
滑
に
話
が
進
み
'
細
部
に

関
す
る
質
問
に
も
､
図
を
描
き
'
和
仏

･
仏
和
辞
書

を
使
い
な
が
ら
ク
-
ア
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
｡

口
分
で
言
う
の
も
お
こ
が
ま
し
い
で
す
が
'
私
の
設

計
図
が
整
理
さ
れ
て
い
た
の
と
'
先
方
も
技
術
者
で

あ
る
た
め
'
言
葉
が
通
じ
な
-
て
も

(
通
じ
た
に
越

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
)
理
解
し
あ
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
｡
鉄
鋼
所
の
社
長
が

｢
こ
の
ジ
ャ
ボ
ネ

(
日
本
人
)
が
設
計
し
た
の
か
フ
｣
と
聞
か
れ
た
の

で
'

｢
は
い
｣
と
答
え
る
と
驚

い
て
い
ま
し
た
｡
契

約
成
立
後
'
パ
ス
テ
ィ
ス
と
い
う
ア
ブ
サ
ン
に
似
た

味
の
す
る
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
の
高

い
お
酒
を
勧
め
ら

れ
た
の
に
は
'
こ
ち
ら
も
驚

い
て
し
ま
い
ま
し
た
｡

き
ち
ん
と
し
た
設
計
図
に
優
る
-
の
は
な
い
と
痛
感

冷却ダイ(北川 ･シェフテル考案 )
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し
ま
し
た
｡

写
真
四
に
完
成
し
た
冷
却
ダ
イ
を
示
し

ま
し
た
.
五
個
の
エ
レ
メ
ン
ト
か
ら
構
成
さ
れ
て
お

り
'

エ
ク
ス
ト
ル
-
ダ
と
ダ
イ
を
接
続
す
る
ア
ダ
プ

タ
を
除
い
た
四
個

の
エ
レ
メ
ン
ト
は
ど
の
よ
う
な
噸

番
で
も
組
め
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
｡
ま
た

内
部
に
は
冷
却
機
能
を
も

つ
ダ
ブ
ル
コ
ー
ン
ユ
ニ
ッ

ト
を
組
み
込
ん
で
い
ま
す
｡
要
求
に

一
〇
〇
%
沿

っ

た
仕
上
が
り
で
し
た
｡

研
究
の
方
は
'

エ
ク
ス
ト
ル
ー
ジ

ョ
ン

･
ク

ッ
キ

ン
グ
の

"主
役
"

で
あ
る

エ
ク
ス
ト
ル
ー
ダ
が
設
置

し
て
あ
る
パ
イ

ロ

ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
で
行

い
ま
し
た
｡

写
真
玉
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
内
部

を
示
し
ま
し





釧路水託だより 第67号(1992･3)

た
｡
試
料
の
分
析
を
行
い
'
結
果
お
よ
び
考
察
を
加

え
た
も
の
を
各
実
験
毎
に
教
授
に
提
出
し
ま
し
た
｡

こ
れ
を
も
と
に
次
回
の
実
験
の
予
定
を
組
む
の
で
す

が

､
予
想
し
て
い
た
結
果
が
得
ら
れ
な
か

っ
た
と
き

な
ど
は
'
そ
の
原
因
を
細
か
く

(
と
い
う
よ
り
は
し

っ
こ

-
～
)
追
求
さ
れ
ま
し
た
｡
意
見

･
考
え
方
の

違
い

が
出
て
き
た
場
合
に
は
'
か
な
-
白
熱
し
た
議

論
が
展
開
さ
れ
ま
す
｡
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
'
感
情
的
に
な

っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
で
'

自
分
の
考
え
を
押
し
付
け
る
の
で
は
な
-
'
納
得
し

て
も
ら
う
理
論
展
開
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
｡
ま
た
'
い
つ
で
も
相
手
の
言
う
こ
と
に
同
意
し

て
し
ま
う
の
も
自
主
性
が
な
い
と
み
な

さ
れ
が
ら
で

す
｡
研
究
室
で
は
自
分
の
意
見
を
ど
の
様
に
し
た
ら

相
手
に
納
得
し
て
も
ら
え
る
か
を
'
し
か
も
母
国
語

以
外

で
考
え
る
良
い
機
会
を
与
え
ら
れ
た
と
感
謝
し

て
い
ま
す
｡
議
論
を
重
ね
て
い
-
う
ち
に
､
気
が
付

か
な
か

っ
た
こ
と
や
､
見
落
と
し
て
い
た
こ
と
な
ど

が
見
え
て
-
る

-
の
で
'
日
常
の
研
究
活
動
に
お
い

て
も
密
度
の
高
い
議
論
の
場
を
増
や
し
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
｡

さ
て
'
フ
ラ
ン
ス
で
の
生
活
に
つ
い
て
少
し
お
話

す
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
｡
九
ケ
月
も
滞
在
し
て
い

る
と
病

気
の
万
も
心
配
に
な
-
ま
す
が
'
私
は
軽

い

切
傷
が
あ

っ
た
程
度
で
特
に
病
院
の
お
世
話
に
な
る

こ
と
は
あ
-
ま
せ
ん
で
し
た
｡
し
か
し
'
娘

(生
後

八

ケ
月
の
こ
ろ
)
が
フ
ラ
ン
ス
の
粉
-
ル
ク
に
馴
染

め
ず
'
ひ
ど
い
下
痢
が
続
い
た
と
き
と
'
帰
国
直
前

に
突
発
性
発
疹
に
よ
-
熱
を
出
し
た
と
き
の
二
回
だ

け
小
児
科

へ
い
き
ま
し
た
｡
電
話
で
受
付
を
お
願
い

し
た
と
き
は
'
英
語
を
話
せ
る
人
が
い
な
か

っ
た
た

め
､

7
0
分
も
電
話
で
待
た
さ
れ
ま
し
た
が
､
小
児

科
の
医
師
が
で
て
き
て

｢
時
間
外
に
な

っ
て
も
診
察

す
る
の
で
安
心
し
な
さ
い
｡
｣
と
の
こ
と
で
し
た
｡

と
て
も
親
切
で
'
親
身
に
な

っ
て
診
察
し
て
-
れ
ま

し
た
｡
こ
の
医
師
は
久
し
-
英
語
な
ど
話
し
て
い
な

い
た
め
か
'
単
語
に
つ
ま
る
こ
と
が
あ
-
'
私
が
か

わ
-
に
そ
れ
と
思
わ
れ
る
単
語

を
い
-

つ
か
い
う
と
､

｢
そ
れ
'
そ
れ
｣
と
い
っ
て
笑

っ
て
い
ま
し
た
｡
下

痢
の
と
き
に
は
'
ブ
ド
ウ
糖
主
成
分
の
-
ル
ク
代
用

品
と

ニ
ン
ジ
ン
主
体
の
医
療
食
'
熱
を
出
し
た
と
き

は
'
抗
生
物
質
の
入

っ
た
錠
剤
と
粉
薬
'
解
熱
剤
の

坐
薬
が
処
方
さ
れ
ま
し
た
｡
聞
-
と
こ
ろ
に
よ
る
と

乳
幼
児
が
下
痢
を
し
た
と
き
に
は
'

ニ
ン
ジ
ン
の
ベ

ビ
ー
フ
ー
ド
を
食

べ
さ
せ
て
'
便
を
固
め
さ
せ
る
の

だ
そ
う

で
す
｡
薬
は
処
方
篭
に
書
き
込
ま
れ
'
服
用

の
仕
方
を
て
い
ね
い
に
教
え
て
-
れ
ま
し
た
｡
け
れ

ど
も
薬
は
'
病
院
で
は
特
別
な
場
合
以
外
は
も
ら
え

な
い
よ
う
で
'
フ
ァ
ル
マ
シ
ア

(薬
局
)

へ
そ
の
処

方
等
を
も

っ
て
購
入
し
に
行
か
ね
ば
な
-
ま
せ
ん
｡

休
日
や
夜
間
で
も
い
-

つ
か
の
薬
局
は
開
い
て
い
る

よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
｡
救
急
車
に
は
医
師
が
乗
り

込
ん
で
い
ま
す
L
t
総
合
病
院
に
は
へ
-
ポ
ー
ト
が

あ
り
'
毎
日
の
よ
う
に
医
療
活
動
の
た
め
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
が
飛
び
立

っ
て
い
ま
し
た
｡
下
痢
も
熱
-
す
ぐ

お
さ
ま
-
'
大
事
に
至
ら
な
か

っ
た
た
め
安
心
し
ま

し
た
｡
医
療
費
は
請
求
書
が
郵
送
さ
れ
た
の
ち
'
小

切
手
を
送
付
す
る
か
現
金
を
病
院
会
計
課

へ
持
参
す

る
か
の
い
ず
れ
か
で
す
｡
領
収
書
が
送
付
さ
れ
て
き

ま
す
が
'
こ
れ
は
大
切
に
保
管
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
-
ま
せ
ん
｡
案
の
定
'
支
払

っ
た
に
-
か
か
わ
ら

ず
'
医
療
費
未
納
の
請
求
書
が
き
ま
し
た
が
'
領
収

書
の
コ
ピ
ー
を
送

っ
た
と
こ
ろ
そ
れ
以
後
請
求
は
き

ま
せ
ん
で
し
た
｡

研
究
期
間
も
後
半
に
は
い
る
と
'
要
領
も
よ
-
な

-
車
の
運
転
も
や

っ
て
み
よ
う
と
い
う
余
裕
が
で
て

き
ま
し
た
｡
駅
前
に
あ
る
H
E
R
Z

(
フ
ラ
ン
ス
で

は

ハ
I
ツ
で
は
な
く
'

エ
ル
ツ
と
発
音
す
る
)

へ
行

き
パ

ス
ポ
ー
ト
'
国
際
免
許
証
'
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド

(
Ⅴ
社
の
も
の
は
'
い
な
か
で
も
通
用
す
る
店
が

多

い
)
を
も

っ
て
レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
ま
し
た
｡
左

ハ
ン
ド
ル
､
右
側
走
行
は
初
め
て
で
最
初
の

1
時
間

は
非
常
に
緊
張
し
ま
し
た
が
'
次
第
に
な
れ
て
日
本

で
運
転
す
る
の
と
同
じ
様
な
間
隔
で
運
転
で
き
ま
し

た
｡
交
通
規
則
は
ほ
と
ん
ど
日
本
と
変
わ
り
ま
せ
ん

が
､

ロ
ー
タ
-
に
お
け
る
ル
ー
ル
を
覚
え
て
お
い
た

万
が
良

い
と
思
い
ま
す
｡
大
き
な
交
差
点
は
幣
舞
橋

に
接
す
る
ロ
ー
タ
-
と
同
じ
構
造
に
な

っ
て
い
ま
す

が
'
釧
路
で
は
特
定
の
道
路
に
ロ
ー
タ
-
へ
出
入
り

す
る
優
先
権
が
あ
る
の
に
対
し
て
'
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
ロ
ー
タ
-
の
中
を
周
回
し
て
い
る
車
に
優
先
権
が

あ
り
'
周
回
中
の
車
を
遮

っ
て
侵
入
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
｡
ま
た
'

一
度

ロ
ー
タ
-
の
中
へ
入

っ
て

し
ま
え
ば
'
自
分
の
目
的
と
す
る
出
口
が
わ
か
る
ま
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で
'
何
度
で
も
ぐ
る
ぐ
る
回

っ
て
い
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
'
落
ち
着
い
て
出

口
を
探
す
こ
と
が
で
き
ま

す
｡
も
ち
ろ
ん
保
険
は
何
が
あ

っ
て
も

大
丈
夫
な
よ

う
に
フ
ル
プ

ロ
テ
ク
シ

ョ
ン
を
指
定
し
ま
し
た
｡
週

末
に
借
-
る
と
'
料
金
は
割
り
引
き
さ
れ
ま
す
｡
日

本
で
は
週
末
に
は
割
-
引
き
さ
れ
る
こ
と
な
ど
ほ
と

ん
ど
な
い
で
し
ょ
う
が
'

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
週
末
割

引
制
度
が
定
着
し
て
い
る
よ
う
で
す
｡
国
に
よ

っ
て

多
少
の
違
い
-
あ
る
よ
う
で
す
が
'
ホ
テ
ル
を
金
曜

か
ら
日
曜
に
か
け
て
利
用
す
る
と
宿
泊
料
金
が
半
額

に
な

っ
た
り
'
週
末
を
は
さ
ん
で
航
空
機
を
利
用
す

る
場
合
､
ア
ペ
ッ
ク
ス
の
よ
-
に
出
発
地

へ
戻
る
往

復
航
空
券
を
購
入
す
る
と
'
片
道
分
が
減
額
さ
れ
ま

す
｡
ま
た
'
子
供
同
伴
の
と
き
は
減
額
さ
れ
る
こ
と

が
あ
る
の
で
'
チ
ケ

ッ
ト
購
入
の
際
は
'
窓
口
で
い

ち
い
ち
尋
ね
て
み
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
｡
フ
ラ
ン
ス

国
鉄
の
T
G
V
を
モ
ン
ペ
-

エ
ー
パ
-
間
､
親
子
三

人
で
片

道
の

み
利
用
し
た
際
'
割
引
に
つ
い
て
尋
ね

て
み
ま
し
た
｡
こ
ち
ら
は
'
片
道
で
割
引
制
度
な
ど

適
用
さ
れ
な
い
と

思

っ
て
い
ま
し
た
が
'
窓
口
の
担

当
者
が

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
で
め
ず
ら
し
く
丹
念
に
調

べ

て
く
れ
た
結
果
'
四
歳
以
下
の
子
供
を
同
伴
す
る
場

合
割
引
料
金
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
-
ま
し
た
｡

そ
の
場
で
適
用
を
証
明
す
る
キ

ウ

ィ
カ
ー
ド
が
発
行

さ
れ
ま
し
た
｡
ま
た
横
道
に
そ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
'
レ
ン
タ
カ
ー
を
使

っ
て
ア
ど

こ
ョ
ン
と

ニ
ー
ム

の
間
に
あ
る
ボ
ン

･
.チ

エ
･
ガ
ー
ル
へ
行
く
こ
と
に

し
ま
し
た
｡
モ
ン
ペ
-

エ
か
ら
は
高
速
道
路
に
乗

っ

て
時
速

一
五

〇
キ

ロ
で
約
九

〇
分
で
到
着
し
ま
す
o

こ
こ
に
は
歴

史
の
教
科
書
に

-
登
場
す
る
ロ
ー

マ
人

の
建
築
し
た
巨
大
な
水
道
橋
が
架
け
ら
れ
て
い

ま
す
｡

写
兵
八
に
示
し
ま
し
た
が
'
下
の
部
分
は
今
で
も
橋

と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
'
自
動
車
も
往
来
し
て
い
ま

す
｡
現
在
'
橋
の
両
端
に
は
そ
れ
に
続
-
部
分
が
見

あ
た
り
ま
せ
ん
が
'
橋
の
最
上
部
は
歩
-
こ
と
が
で

き
ま
す
｡
た
だ
し
'
落
下
防
止
用
の
て
す
り

な
ど
あ

り
ま
せ
ん
の
で
'
橋
を
渡
り
き
る
に
は
相
当
の
勇
気

が
必
要
で
す
｡
写
勇
九
に
最
上
部
の
様
子
を
示
し
ま

し
た
が
'
私
の
立

っ
て
い
る
部
分
に
､
そ
の
当
時
水

が
流
れ
て
い
ま
し
た
｡
こ
の
溝
を
通

っ
て
橋
を
渡
り

き
る
こ
と
も
で
き
ま
す
｡

橋

の
高
さ
は
四
九

m
､
長

さ
二
七

五

m
､
勾
配
は

1
m
に

つ
き
三
四

m
で
'
橋

の
東
側
に
あ
る

ユ
ゼ
ス
の
水
を
西
側
に
位
置
す
る

ニ

ー
ム
の
町
ま
で
輸
送
す
る
水
道
t
事
の

一
環
と
し
て

取
り
組
ま
れ
た
-
の
で
す
｡
よ
-
-
こ
の
よ
う
な
巨

い
ろ
あ
り
ま
し
た
が
'
こ
と
ば
で
は
言

い
尽
-
せ
な

い
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
｡

(
き
た
が
わ

ま
き
ひ
こ
)ボン･デュ･ガールの水道橋
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大
な
橋
を
'
し
か
も
微
妙
な
傾
斜
を

つ
け
な
が
ら
構
築
で
き
た
も
の
だ
と

驚
か
さ
れ
'
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
｡

ま
だ
ま
だ
､
書
き
た
い
こ
と
が
あ

-
ま
す
が
'
紙
面
の
都
合
も
あ
り
ま

す
の
で
こ
の
へ
ん
で
筆
を
置
き
た
い

と
思
い
ま

す
｡
シ

ェ
フ
テ
ル
教
授
を

は
じ
め
'
研
究
室
の
皆
さ
ん
に
は
人

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
｡
フ
ラ
ン

ス
で
の
研
究
､
生
活
で
は
楽
し
か

っ

た
こ
と
'
辛
か

っ
た
こ
と
な
ど
い
ろ

水道橋の最上部
(生後9ケ月の娘とともに)
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転

入

事
四
月

-
日
付

釧
路
水
産
鼓
族
鳩
企
画
総
務
部
長

(函
館
漁
業
研
捗
所
長
)
山

本

孝

三

釧
路
水
産
鼓
巌
鳩
漁
業
史
軒
都
主
任
研
究
員

兼
釧
路
水
産
筑
紫
韻
漁
桑
資
源
部
沖
合
科
長

(網
走
水
産
試
戟
墳
漁
薬
資
源
部
主
任
研
究

員
)

山

岸

書

弘

別
格
水
産
拭
験
S
水
産
業
専
門
技
術
員

(桧
山
支
庁
桧
山
南
部
水
産
技
術
普
及
指
事

所
主
任
)

福

井

滋

釧
路
水
産
筑
紫
場
企
画
総
務
部
総
務
課
主
査

(水
産
部
水
産
経
営
許
主
任
)
山

蔦

恒

夫

釧
路
水
産
先
験
幼
北
辰
丸
甲
板
長

(推
円
水
産
試
験
場
北
洋
丸
甲
板
長
)

大
久
保

照

明

釧
路
水
産
試
験
場
北
辰
丸
工
作
長

(推
内
水
産
拭
験
城
北
伴
丸
航
海
主
任
)

中

村

勝

己

転

出

一二
一月
十
五
日
付

食
品
加
工
研
究
セ
ン
タ
ー
加
工
食
品
奇
水
産
食

品
科
長(釧
路
水
産
試
験
場
利
用
部
原
料
化
学
科
長
)

西

田

孟

●
四
月

一
日
付

中
央
水
産
試
験
S
総
務
部
長

(釧
路
水
産
試
験
場
企
面
絵
務
部
長
)

藤

田

勝

康

函
館
水
産
試
巌
壌
漁
菜
資
源
部
主
任
研
究
員

(釧
路
水
産
試
験
場
漁
業
資
軽
部
主
任
研
究

員
兼
釧
路
水
産
試
戟
場
漁
業
資
宥
部
沖
合

d
:長
)

依

田

孝

中
央
水
産
試
験
場
企
画
情
報
室
企
画
課
長

(釧
路
水
産
試
巌
場
利
用
部
利
用
科
長
)

飯

田

訓

之

釧
鈷
支
庁
経

済部水
産
課
主
査

(釧
路
水

産試験
場
企
画
総
務
部
総
務
課
主

査
)

斎

藤

義

彦

稚
内
水
産
試
験
場
北
洋
丸
甲
板
長

(釧
路
水
産
試
験
場
北
辰
丸
操
舵
長
)

田

沢

祐

二

宗
谷
支
庁
農
済
部
水
産
部

(釧
路
水
産
試
験
場
企
画
総
務
部
総
務
珠
船

務
係
)

丹

羽

章

夫

椎
円
水
産
拭
験
S
北
洋
丸
船
員

(釧
路
水
産
拭
験
S
北
辰
丸
船
員
)

永

田

誠

一

昇

格

◆
四
月

一
日
付

釧
籍
水
産
拭
頼
S
利
用
部
利
用
科
長

(釧
鴇
水
産
試
顔
収
利
用
部
利
用
料
研
究
鞍

貝
)

北

川

雅

彦

役
七
替

■
四
月

一
日
付

釧
路
水
産
拭
験
鵜
北
辰
丸
操
舵
長

(釧
路
水
産
就
巌
塀
北
辰
丸
工
作
長
)

会

津

松

夫

兼

粍

*
四
月

一
日
付

別
格
水
産
拭
験
鳩
利
用
部
主
任
研
究
員

兼
釧
路
水
産
試
戟
働
利
用
都
原
料
化
学
科
長

(釧
路
水
産
試
験
S
利
用
部
主
任
研
究
員
)

船

岡

嘩

幸

薪
規
採
用

●
四
月

一
日
付

釧
路
水
産
試
験
場
企
画
総
務
部
耗
務
課
絵
薪
係

23
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7

入

江

鼓

倍

退

鞍

三
二
月
三
十

一
日
付

釧
路
水
産
試
額
S
北
辰
丸
甲
板
長
阿

部

岩

碓

釧
路
水
産
拭
壊
S
加
工
部
保
蔽
梓
研
究
轍
貝

田

中

啓

之

*

(

)
内
は
前
鞍

ユ

別

別

敷

表
紙
の
写
実

庶
緒
川
を
遡
上
す
る
シ
シ
ャ
モ
の
群
れ
｡

一
九
九

一
年

二

月
二
五
日
年
後
六
時
過
ぎ
'
白
樺
町
を
流

れ
る
庶
路
川
下
流
域
で
鎌
形
し
ま
し
た
｡
こ
の
よ
う

に
'
シ
シ
ャ
モ
の
遡
上
を
こ
ん
な
に
近
-
で
徴
集
が

で
き
る
川
は
'
北
海
道
広
L

と
い
え
ど
庶
緒
川
だ
け

で
し
ょ
う
｡

t
椴
の
人
が
'
庶
路
川
の
シ
シ
十
モ
を
獲
る
こ
と

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
｡
観
察
す
る
と
き
に
は
密
漁

者
と
間
違
わ
れ
な
い
よ
う
に
､
見
張
り
小
屋
の
人
に

I
R
掛
け
る
心
通
い
が
必
要
で
す
｡
く
れ
t,
れ
も
怪

し
ま
れ
る
よ
う
な
行
動
は
捷
ん
で
下
さ
い
｡

(三
宅
博
哉
)

の

っ
ぽ
の
エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ

ニ

普
通
ウ
ニ
は
ど
ち

ら
か
と

言
え
ば
殻
の

直
径
の
方

が
高
さ
よ
り
も
大
き
い
の
で
'
ち
▲
う
ど
お
供
え
の

餅
の
様
な
格
好
を
し
て
い
ま
す
｡
工
.ソ
バ
フ
ン
ウ
ニ

も
そ
の
例
に
漏
れ
ず
､
殻
の
肩
径
と
高
さ
の
比
は
約

l
対
〇

五
で
す
｡
と
こ
ろ
が
今
回
厚
岸
の
ア
イ
ニ

ン
カ

ッ
プ
で
見
つ
か
っ
L
J
エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ
は
直
径

が
五
九

･
二
I
､
高
さ
が
五
〇

二
il
で
､
そ
の
比

が

一
対
〇

･
八
五
と
か
な
り
球
形
に
近
い
も
の
で
し

た
｡
全
道
的
に
は
背
の
高
い
ウ
ニ
が
と
き
'JJ
き
見
ら

れ
る
そ
う
で
す
が
､
こ
れ
程
高
い
も
の
は
珍
し
い
よ

う
で
す
｡
そ
れ
に
し
て

も
岩
の
隙
間
に
身
を
限
す
時

は
苦
労
し
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
｡
こ
の
･At
う
な
転

が
り
や
す
い
身
体
で
よ
-
こ
こ
ま
で
成
長
で
き
た
も

の
だ
と
感
心
し
ま
す
｡
太
平
洋
の
荒
波
を
乗
り
越
え

て
七
転
八
起
､
さ
っ
と
た
く
ま
し
い
ウ
ニ
な
の
で
し

ょ
'つ
○
ち
な
み
に
日
本
に
は
コ
シ
ダ
カ
ウ
ニ
と
い
う
背
が

高
い
小
型
の
ウ
ニ

(直
径
と
高
さ
の
比
が

l
対
〇

七
)
が
南
日
本
に
分
布
し
て
い
ま
す
｡

(増
殖
軒

城
野
革
平
)

ラ
ウ
ス
の
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ

羅
臼
の
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
漁
楼

土
が
昨
年
の
約
四
割

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
｡
平
成
四
年
の
二
月
末
ま
で
の

漁
獲
土
は

L
万
九
千
ト
ン
｡
平
成
三
年
同
朋
に
は
五

万

一
千
ト
ン
あ
っ
た
｡
招
白
の
漁
師
も
や
は
り
'
魚

群
は
滞
い
し
漁
場
も
例
年
よ
り
も
狭
い
､
と
言
っ
て

い
る
｡
安
蘇
調
査
か
ら
も
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
責
軒
が
減

少
し
て
き
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
｡

こ
の
こ
と
の
大
き

な
原
因
は
'
明
ら
か
に
獲
り
過

ぎ
で
あ
る

(も
ち
ろ
ん
ロ
シ
ア
の
ト
ロ
ー
ル
船
も
含

め
て
)
｡
獲
り
過
ぎ
に
な
ら
な
い
･よ
う
に
生
物
資
源

を
利
用
す
る
に
は
'
ま
ず
利
用
可
能
な
lN
が
ど
の
-

ら
い
あ
る
の
か
を
調
べ
る
必
要
が
あ
る
｡

羅
臼
漁
協
で
は
'
こ
の
為
の
詞
糞
を
平
成
二
年
度

か
ら
行
っ
て
い
る
が
'

な
か
な
か
期
待
し
L
J結
果
は

縛
れ
て
い
な
い
｡
海
峡
の
国
後
個
も
請
査
で
き
れ
ば
､

と
思
う
こ
と
も
多
い
｡

昔
の
よ

う
に
へ
流
氷
が
ど
っ
と
来
る
よ
う
に
な
れ

は
'
ト
ロ
ー
ル
船
の
敬
も
減
る
の
だ
ろ
う
か
｡
国
際

政
治
上
'
複
雑
な
地
域
で
あ
る
と
は
い
え
'
ス
ケ
ト

ウ
ダ
ラ
安
蘇
の
今
後
の
見
過
し
は
暗
い
｡
ま
さ
か
､

｢
絶
滅
の
恐
れ
の
あ
る
野
生
動
物
｣
に
指
定
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
と
思
う
が

･
･
･

(三
宅
博
哉
)
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発
行
年
月
日

平
成
四
年
三
月

GF
無
季
艮

木
田
･
斉
藤
こ
こ
宅
･
城
野
･
錦
轍

レし‖〓

発

]L
:

人

阿

部

晃

拾

発

]J=

所

別
路
市
浜
町
二
の
六

北
海
道
立
別
掲
水
産
拭
#
塀

屯
話
〇
一
五
四
-
二
三
-
六
二
二
1

釧

錯

綜

合
印

刷
株

式

会

社
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